
入
学
し
た
ば
か
り
の
高
校
一
年
生
に
、
文
語
文
法
を
ど
の
程
度
に
中
学
校

で
学
習
し
て
来
た
の
か
を
調
査
し
た
際
、
そ
の
回
答
が
ま
ち
堂
ち
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
文
語
文
法
を
教
え
始
め
る
際
に
は
、
中
学
校
で
の
文
語
文
法
の
取

り
扱
い
か
た
を
是
非
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
常
之
考
え
て
い
た
。
時

に
、
中
学
校
の
文
法
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
得
、
文
語
文
法
の
取
り

扱
い
か
た
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
考
察
の
対
象
を
教
科
書
の

記
述
の
範
囲
に
限
っ
た
の
は
、
授
業
の
基
本
的
な
素
材
と
し
て
の
教
科
書
で

の
扱
い
か
た
に
よ
っ
て
、
実
践
の
仕
方
も
異
な
っ
て
く
る
と
考
え
た
た
め
で

あ
る
。
教
科
書
は
、
昭
和
四
十
三
年
展
示
（
四
十
四
年
度
か
ら
使
用
の
予
定
）
の

Ｇ
教
科
書
．
Ｋ
教
科
書
．
Ｍ
教
科
書
．
Ｎ
教
科
書
．
Ｓ
教
科
書
．
Ｔ
教
科
書

の
六
種
類
を
対
象
と
し
た
。
以
下
、
そ
の
調
査
報
告
と
気
づ
い
た
点
な
ど
を

中
学
校
の
教
科
書
で
は
文
語
文
法
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か

国
語
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
提
起
Ⅱ

序

中
学
校
の
教
科
書
で
は
文
語
文
法
を

ど
声
フ
扱
っ
て
い
る
か

､

0

「
学
習
指
導
要
領
」
に
あ
る
よ
う
に
、
教
育
の
場
で
の
〈
こ
と
ば
の
き
ま
り
〉

の
学
習
は
〈
こ
と
ば
を
正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
〉

（
第
２
学
年
１
Ⅱ
棟
⑥
）
た
め
の
も
の
だ
が
、
六
教
科
書
と
も
概
ね
設

問
と
解
説
と
を
並
行
さ
せ
て
文
法
指
導
を
行
な
え
る
よ
う
配
慮
し
た
配
置
の

仕
方
を
採
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
凡
そ
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
一

つ
は
、
例
え
ば
一
年
第
五
単
元
の
第
三
小
単
元
末
に
「
こ
と
ば
の
練
習
」

と
し
て
〈
主
語
は
ど
れ
か
〉
探
さ
せ
る
設
問
を
置
き
、
そ
の
大
単
元
末
に
「
こ

と
ば
の
学
習
」
な
る
解
説
文
を
設
け
て
〈
文
の
組
み
立
て
１
文
の
成
分
ｌ
〉

を
解
説
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
方
法
を
採
っ
て
い
る
も
の
（
Ｋ
）
。
他
の
一

つ
は
、
例
え
ば
一
年
第
二
単
元
の
第
一
小
単
元
末
に
『
文
法
‐
一
一
な
る
設
問
を

四
一

述
べ
る
。
（
以
下
、
教
科
書
名
は
ア
ル
フ
ァ
、
ヘ
ッ
ト
の
み
で
示
す
。
補
記
参
照
）

１
文
法
を
扱
う
姿
勢
の
全
体
像

平
田

●

利 〃

晴



そ
こ
で
、
文
語
文
法
が
ど
れ
程
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
の
か
、
を
調
査
し
た
も
の
の
要
点
を
表
に
す
る
と
、
別
表
の

よ
う
で
あ
る
。
（
次
頁
参
照
）

こ
の
表
で
注
目
さ
れ
る
点
の
一
は
、
Ｓ
に
独
立
し
た
解
説
文
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
「
学
習
指
導
要
領
」
（
〔
第
３
学
年
〕
「
第
３

指
導
計
画
作
成
お
よ
び
学
習
指
導
の
方
針
７
」
）
の
〈
こ
と
ば
に
関
す
る
事
項
の

（
マ
マ
）

学
習
は
具
体
的
な
へ
言
語
経
験
を
通
し
て
行
う
よ
う
に
し
、
機
械
的
な
暗
記
、

形
式
的
な
文
例
の
学
習
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
特
に
留
意
し
て
指
導
す
る
〉
と

い
う
精
神
の
直
接
的
な
反
映
だ
と
の
み
考
え
て
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
口
語
文
法
に
関
し
て
は
「
こ
と
ば
の
き
ま
り
と
働
き
」
と
い
う

置
き
、
巻
末
付
録
の
『
こ
と
ば
の
学
習
の
ま
と
め
一
‐
一
一
と
い
う
解
説
文
を
参
照

註

さ
せ
な
が
ら
学
習
さ
せ
る
方
法
を
採
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
（
Ｔ
）
。
他

の
教
科
書
も
こ
の
よ
う
な
方
法
と
大
同
小
異
で
あ
る
。

註
以
上
の
引
例
は
口
語
文
法
の
記
述
で
あ
る
。
文
語
文
法
の
記
述
の
部
分
を
引
例

し
な
か
っ
た
の
は
、
例
え
ば
、
文
語
文
法
に
関
す
る
独
立
し
た
解
説
文
の
な
い
Ｓ

に
も
口
語
文
法
に
関
し
て
の
独
立
し
た
解
説
文
は
あ
り
、
そ
れ
は
Ｔ
の
方
針
と
同

じ
く
単
元
の
中
で
の
設
問
と
関
連
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
教
科
書

が
文
法
を
扱
う
姿
勢
の
全
体
的
な
相
貌
を
示
す
に
は
、
文
語
文
法
が
口
語
文
法
よ

り
も
比
重
軽
く
（
そ
れ
も
概
し
て
は
な
は
だ
軽
く
）
扱
わ
れ
て
い
る
故
に
、
文
語

文
法
に
関
し
て
の
記
述
の
部
分
を
例
示
す
る
こ
と
は
不
適
当
だ
と
考
え
た
の
で
あ

マ
（
》
。

２
扱
わ
れ
て
い
る
場
所
と
扱
い
か
た

色

４
－

四
二

独
立
し
た
解
説
文
を
一
学
年
に
三
回
ず
つ
設
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
す
る
と
、
設
問
を
通
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
文
語
文
法
に
触
れ
さ

せ
よ
う
と
す
る
方
針
に
徹
し
、
解
説
文
よ
り
も
設
問
に
重
点
を
置
い
た
た
め

に
解
説
文
の
ウ
エ
イ
ト
が
軽
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
と
は
、
少
し
意
味
あ
い

を
異
に
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
、
文
語
文
法
を
扱
っ
て
い

る
比
重
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｔ
に
つ
い
て
も
言

え
る
こ
と
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
そ
の
二
は
、
独
立
し
た
解
説
文
を
設
け
、
比
較
的
く
わ
し
く

記
述
し
て
い
る
Ｇ
・
Ｍ
の
場
合
、
「
付
録
」
乃
至
「
〈
参
考
〉
」
と
い
う
形
で

扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
Ｋ
で
は
、
前
者
の
よ
う
に
巻
末
に
記
述

せ
ず
、
大
単
元
末
に
二
回
、
設
け
て
い
る
が
、
前
者
の
そ
れ
よ
り
ポ
リ
ウ
ム

が
少
な
い
。
前
者
は
Ｋ
よ
り
そ
の
ポ
リ
ウ
ム
が
多
い
か
わ
り
に
、
単
元
の
中

で
の
解
説
文
は
皆
無
に
近
い
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の
教
科
書
に
お
い
て
は
、
文
語
文
法
を

〃
軽
く
触
れ
る
程
度
″
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
判
ろ
う
。
ま
た
、
少
し
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
教
科
書
で
あ
っ
て
も
、
文
語
文
法
は
、
口
語
文
法
の
よ
う

に
表
面
だ
っ
て
取
り
上
げ
る
こ
と
を
せ
ず
、
教
材
を
扱
う
際
の
〈
参
考
〉
程

度
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ウ
エ
イ
・
卜
で
扱
わ
れ
て
い
る
文
語
文
法
は
、
一

体
、
ど
の
程
度
ま
で
に
そ
の
内
容
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
取
り
上
げ
て

い
る
品
詞
・
品
詞
以
外
で
取
り
上
げ
て
い
る
そ
の
他
の
事
柄
、
を
紹
介
す
る
。

●
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教
科
書
名
一
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中
学
校
の
教
科
書
で
は
文
語
文
法
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か

『
文
法
の
学
習
』
・
〈
二
年
一
回
・
三
年
二
回
・
大
単
元
の
あ
と
・
簡
単
な
解
説
文
形
式
〉

「
付
録
」
．
（
『
用
言
の
活
用
表
』
・
〈
三
年
・
文
語
・
口
語
対
照
表
Ｙ
『
文
語
の
助
詞
・
助
動
詞
』
・
〈
三
年

そ
の
他
．
（
『
教
材
』
・
〈
三
年
一
川
Ｙ
『
学
習
の
手
引
き
』
・
〈
小
単
元
の
あ
と
・
設
問
形
や
う
・
『
学
習
資
料
』

『
学
習
の
た
め
に
』
・
〈
一
年
一
団
・
二
年
一
回
・
小
単
元
の
あ
と
・
解
説
文
形
式
〉

『
教
材
の
下
注
』
・
へ
三
年
二
川
〉
ｆ

『
学
習
の
た
す
け
』
・
〈
三
年
一
回
・
設
問
形
式
〉

「
付
録
」
．
（
『
用
言
の
活
用
表
Ⅱ
』
・
〈
二
年
・
三
年
・
口
語
と
文
語
と
の
対
照
〉
・
『
こ
と
ば
の
学
壺

『
練
習
』
・
〈
二
年
一
回
・
三
年
一
回
・
大
単
元

『
こ
と
ば
の
》
手
羽
こ

『
文
法
の
学
習
』
人
三
年
一
回
・
大
単
元
の
あ
と
・
『
文
法
』
と
対
応
さ
せ
た
設
問
形
式
〉

『
学
習
の
て
び
き
』
・
〈
三
年
一
回
・
小
埴
元
の
あ
と
・
設
問
形
式
〉

『
文
法
』
。
（
『
〈
参
考
〉
文
語
に
は
、
ど
ん
な
き
ま
り
が
あ
る
か
』
・
〈
三
年
・
巻
末
・
解
説
文
形
式
〉
）

「
付
録
」
・
含
こ
と
ば
の
は
た
ら
き
一
覧
表
』
・
〈
三
年
〉
）

『
こ
と
ば
の
練
習
』
人
二
年
四
側
・
三
年
四
Ｍ
・
小
単
元
の
あ
と
・
設
問
形
式
〉

『
こ
と
ば
の
学
習
』
・
〈
三
年
二
同
・
大
単
元
の
あ
と
・
解
説
文
形
式
〉

『
学
習
の
ま
と
め
』
・
〈
二
年
一
回
・
小
単
元
の
あ
と
・
設
問
形
式
〉

『
学
習
の
手
び
き
』
・
〈
三
年
一
回
・
小
単
元
の
あ
と
・
設
問
形
式
〉

「
付
録
」
。
（
『
こ
と
ば
の
練
習
の
ま
と
め
』
・
〈
三
年
・
巻
末
・
『
こ
と
ば
の
学
習
』

『
こ
と
ば
』
人
三
年
三
回
・
大
埴
元
の
あ
と
・
付
録
を
参
照
さ
せ
な
が
ら
少
し
の
解
説
を
加
え
て
設
問
す
る
形
式
〉

『
練
習
』
・
〈
二
年
四
回
・
三
年
四
回
・
小
単
元
の
あ
と
・
設
問
形
式
〉

『
学
習
の
て
び
き
』
・
〈
三
年
三
川
・
小
単
元
の
あ
と
・
設
問
形
式
〉

『
教
材
の
下
注
』
・
〈
三
年
八
回
〉

「
付
録
」
．
（
『
文
語
と
口
語
の
お
も
な
違
い
』
・
〈
三
年
・
解
説
文
形
式
〉
）

教
材
名
・
頻
度
・
場
所
・
形
式
、
な
ど

〈
二
年
一
同
・
三
年
三
向

●

兀
の
紫
の
と

小
単
元
の
あ
と
・
簡
単
な
解
説
文
つ
き
の
設
問
形
式
〉

設
雫
間

形
式
／

照
Ｙ
『
こ
と
ば
の
学
習
の
ま
と
め
』
・
〈
三
年
・
解
説
文
形
式
〉
・

『
文
語
助
動
詞
の
活
用
表
』
・
〈
三
年
〉
）

に
対
応
す
る
設
問
形
式
Ｙ
『
こ
と
ば
の
き
ま
り
一
臆
表
』

。
〈
三
年
・
巻
末
・
活
用
表
乙

表
形
式
〉
）

〈
二
年
・
解
説
文
形
式
〉
）

0
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〆

例
え
ば
、
ど
の
教
科
書
に
も
扱
わ
れ
て
い
そ
う
な
動
詞
を
例
に
採
っ
て
み

る
と
、
Ｓ
・
Ｇ
．
Ｍ
な
ど
は
、
〈
動
詞
〉
な
る
用
語
を
使
っ
て
謂
わ
ば
直
接

的
に
解
説
し
て
い
る
が
、
Ｔ
と
Ｎ
と
は
〈
用
語
〉
な
る
言
葉
で
一
括
り
と
し

て
謂
わ
ば
間
接
的
に
扱
っ
て
い
て
、
そ
ろ
っ
た
解
説
の
仕
方
を
し
て
い
な
い
。

こ
の
点
は
他
の
品
詞
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
に
つ
い
て
ど
う
い
う
解
説
・
設
問
の
仕
方
を
し

て
い
る
か
、
を
順
次
紹
介
す
る
・

動
詞
・
解
説
文
の
な
い
Ｓ
で
は
、
例
え
ば
三
年
の
第
五
単
元
に
〈
文
語
の
動

詞
と
助
動
詞
〉
と
し
て
一
一
」
こ
と
ば
の
学
習
」
を
二
回
設
け
て
い
る
が
、

一
次
の
ｌ
の
動
詞
を
、
口
語
の
動
詞
に
言
い
換
え
て
み
よ
う
。
／
し

き
み
を
ゆ
ら
り
と
越
ゆ
る
を
見
て
は
、

の
よ
う
な
程
度
に
動
詞
の
意
味
を
問
う
も
の
と
、

二
一
次
の
１
１
の
語
は
文
語
の
動
詞
の
終
止
形
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
当
た

る
口
語
の
終
止
形
と
形
を
比
べ
て
み
よ
う
。
／
１
旅
を
す
み
か

と
す
。
（
以
下
略
）

と
い
っ
た
、
終
止
形
を
問
う
も
の
と
が
あ
る
。
中
学
校
で
文
語
文
法
を
扱
う

事
の
是
非
は
暫
く
置
き
、
文
語
文
法
学
習
が
古
文
を
よ
り
深
く
読
み
解
き
．

味
わ
う
た
め
に
そ
の
言
葉
の
持
つ
通
則
性
を
論
理
的
に
認
識
・
把
握
す
る
と

こ
ろ
に
本
来
の
意
義
を
持
つ
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
見
れ
ば
、
こ
の
程
度
で

は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
Ｎ
・
Ｔ
な
ど
で
も
先
に
少
し
触
れ
た
よ
う
に
極
め
て

３
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
品
詞

が

4

簡
単
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
同
様
で
あ
る
。
が
、
「
学
習
指
導
要

（
マ
マ
）

領
」
の
八
具
体
的
な
、
言
語
経
験
を
通
し
て
行
う
Ｖ
方
針
に
従
え
ば
、
こ
の

程
度
が
限
度
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

独
立
し
た
解
説
文
の
あ
る
教
科
書
を
見
る
と
、
例
え
ば
Ｇ
で
は
『
こ
と
ば
』

で
三
年
の
第
六
単
元
と
第
十
二
単
元
に
一
回
ず
つ
Ｓ
と
同
様
に
し
て
動
詞
に

関
し
て
の
設
問
を
施
し
、
そ
れ
を
解
く
た
め
の
参
考
と
し
て
「
付
録
」
の

「
文
語
と
口
語
の
お
も
な
違
い
』
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

文
語
と
口
語
で
文
法
上
い
ち
ば
ん
大
き
な
違
い
の
あ
る
の
は
、
活
用
の

あ
る
こ
と
ば
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
助
動
詞
）
で
、
そ
の
次
は
助
詞

の
使
い
か
た
で
あ
る
。
／
そ
れ
ら
の
お
も
な
相
違
点
を
列
挙
し
て
み
る
と
、

次
の
と
お
り
て
あ
る
。

と
し
て
、

〔
動
詞
の
活
用
〕

１
口
語
で
い
わ
ゆ
る
音
便
の
形
で
言
う
と
こ
ろ
を
、
文
語
で
は
音
便
の

形
で
言
わ
な
い
ほ
う
が
普
通
で
あ
る
．
／
う
ち
ひ
か
り
て
（
以
下

の
例
は
省
略
）

２
口
語
で
は
見
ら
れ
な
い
活
用
の
し
か
た
が
あ
る
。
（
同
右
）

口
語
動
詞
の
活
用
と
め
だ
っ
て
違
う
と
こ
ろ
は
、

㈲
四
段
・
ラ
変
・
ナ
変
・
下
二
段
・
上
二
段
な
ど
と
い
う
活
用
の

種
類
の
あ
る
こ
と
、

い
・
四
段
・
上
・
一
段
・
下
一
段
以
外
は
終
止
形
・
連
体
形
の
形
が
違

う
こ
と
で
あ
る
。

（
ｌ
筆
者
註
ｌ
文
語
・
口
語
を
対
照
さ
せ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
の
種
類
の

ﾔ

９
９

２
２

刃



活
用
表
を
掲
げ
て
）

３
口
語
の
仮
定
形
は
、
「
ば
」
が
つ
い
て
仮
定
条
件
を
表
わ
す
。
文
語

の
已
然
形
は
、
既
定
条
件
を
表
わ
す
。
た
と
え
ば
、
口
語
の
「
行
け
ば
」

は
「
行
っ
た
な
ら
ば
」
「
行
く
と
」
な
ど
の
意
で
、
文
語
の
「
行
け
ば
」

は
「
行
っ
た
の
で
」
の
意
と
な
る
。
文
語
で
仮
定
条
件
を
表
わ
す
に
は
、

未
然
形
に
「
ば
」
を
つ
け
て
一
‐
行
か
ば
」
と
す
る
。
（
形
容
詞
・
形
容
動

詞
に
つ
い
て
も
同
じ
・
）

の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。
Ｍ
で
は
更
に
詳
し
く
、
三
年
巻
末
の
「
〈
参
考
〉

文
語
に
は
、
ど
ん
な
き
ま
り
が
あ
る
か
」
で
口
語
動
詞
の
活
用
の
仕
方
の
例

を
掲
げ
て
文
語
動
詞
の
そ
れ
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
活
用
の
種
類
の
名
称
の

所
以
ま
で
説
明
す
る
。

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
解
説
文
を
十
分
に
理
解
し
き
る
た
め
に
は
相
当
量

の
設
問
が
要
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
の
ス
。
ヘ
ー
ス
は
設
問
に
与
え
ら
れ
て

は
い
な
い
。
例
え
ば
、
Ｍ
な
ら
ば
、
活
用
の
種
類
に
つ
い
て
の
前
記
の
よ
う
な

解
説
文
を
施
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
真
に
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
の

な
ら
、
活
用
の
種
類
を
判
別
さ
せ
る
設
問
が
要
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
。

つ
ま
り
、
纒
ま
っ
た
解
説
文
の
あ
る
教
科
書
に
お
い
て
も
、
一
応
の
記
述
だ

け
は
し
て
お
く
、
と
い
っ
た
程
度
の
〃
広
く
浅
い
〃
取
り
扱
い
な
の
で
あ
る
。

以
下
の
品
詞
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
設
問
・
解
説
の
仕
方
な
の
で
、

簡
単
に
要
点
の
み
を
述
雫
へ
る
。

形
容
詞
．
Ｓ
・
Ｎ
．
Ｔ
に
は
纒
ま
っ
た
解
説
文
が
な
く
、
Ｋ
（
三
年
第
七
単

元
末
「
こ
と
ば
の
学
習
』
ｌ
活
用
の
仕
方
の
解
説
ｌ
）
．
Ｇ
（
『
文
語
と
口
語
の
お

も
な
違
い
』
ｌ
活
用
の
種
類
の
解
説
ｌ
）
・
Ｍ
（
『
〈
参
考
〉
文
語
に
は
、
ど
ん
な
き
ま

中
学
校
の
教
科
害
で
は
文
語
文
法
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か

▲
一

り
が
あ
る
か
』
ｌ
Ｇ
に
同
じ
ｌ
）
に
、
纒
ま
っ
た
解
説
文
が
あ
る
。

形
容
動
詞
‐
そ
の
扱
い
か
た
は
形
容
詞
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
触
れ
る
内

容
も
同
程
度
で
あ
る
。

形
容
詞
も
形
容
動
詞
も
、
動
詞
と
同
じ
く
、
例
え
ば
Ｔ
の
よ
う
に
、
「
付

録
」
の
「
活
用
表
、
一
く
ら
い
で
し
か
扱
わ
ぬ
も
の
か
ら
、
Ｋ
の
よ
う
に
ク
活

用
・
シ
ク
活
用
・
ナ
リ
活
用
・
タ
リ
活
用
の
別
に
触
れ
る
も
の
ま
で
あ
る
が

い
ず
れ
に
せ
よ
、
動
詞
の
項
で
述
守
へ
た
所
見
が
相
当
す
る
程
度
、
或
い
は
そ

れ
以
下
の
程
度
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。

助
動
詞
．
Ｓ
の
よ
う
に
、
「
ぬ
」
「
せ
」
「
さ
せ
」
等
の
語
義
を
問
う
（
三
年

第
五
単
元
ｌ
『
こ
と
ば
の
学
習
』
・
『
練
習
』
ｌ
）
だ
け
の
も
の
か
ら
、
Ｇ
（
『
口

語
と
文
語
の
お
も
な
違
い
』
１
種
類
《
十
三
種
類
》
や
活
用
形
な
ど
の
解
説
ｌ
）
や
Ｍ

（
『
〈
参
考
〉
文
語
に
は
、
ど
ん
な
き
ま
り
が
あ
る
か
』
Ｉ
Ｇ
と
同
程
度
ｌ
）
の
よ
う

に
比
較
的
く
わ
し
く
記
述
し
た
も
の
ま
で
あ
る
。

事
の
是
非
を
論
ず
る
の
は
別
に
し
て
、
「
学
習
指
導
要
領
」
に
あ
る
よ
う

に
、
中
学
校
の
文
語
文
法
教
育
が
、
教
材
に
付
随
し
て
軽
く
触
れ
る
程
度
の

も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
或
い
は
Ｓ
の
程
度
で
止
め
て
お
く
の
が
よ
い
か
と

も
思
う
。
そ
う
で
は
な
く
、
一
応
、
文
語
文
法
も
ひ
と
わ
た
り
知
ら
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
の
だ
と
い
う
立
場
に
立
つ
の
な
ら
、
Ｇ
・
Ｍ
の
程
度
で
も
な
お
不
十
分

だ
と
思
う
。
助
動
詞
の
機
能
を
十
分
に
把
握
さ
せ
る
た
め
に
は
、
〈
受
け
身
〉

〈
自
発
〉
（
Ｇ
）
云
々
と
い
っ
た
用
語
と
、
そ
の
二
・
三
の
例
を
示
す
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
解
を
全
う
し
得
る
だ
け
の
設
問
が
要
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

助
詞
・
口
語
と
違
っ
て
省
略
が
多
い
と
い
っ
た
〃
省
略
″
を
認
識
さ
せ
る
Ｓ

四
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：
…
・
「
の
」
が
連
体
修
飾
語
に
な
る
点
や
。
…
・
・
「
の
」
が
主
部
を
示
す

点
は
、
口
語
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
ｃ
が
連
用
修
飾
語
を
示
す
点

も
同
じ
て
あ
る
。
（
ｌ
筆
者
註
１
以
下
「
が
」
「
は
」
「
に
」
を
同
様
に
し
て
解
説

し
て
）
／
こ
の
よ
う
に
、
文
語
と
口
語
の
助
詞
に
は
、
同
じ
‘
も
の
も
あ
れ

ば
、
異
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
と
ば
は
同
じ
だ
が
、
文
語

と
口
語
と
で
意
味
の
違
う
も
の
も
あ
る
。
「
飛
び
急
ぐ
さ
へ
あ
は
れ
な
り
」

の
「
さ
へ
」
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
、
「
急
い
で
飛
ん
で
い
く
よ
う
す
ま
で

が
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
／
そ
の
ほ
か
、
文
語
の
助
詞
に
は
、
「
だ
に
」

「
す
ら
」
「
な
む
」
「
の
み
」
「
ゆ
」
「
ゆ
り
」
な
ど
、
口
語
に
な
い
も

の
が
少
な
く
な
い
。

と
い
っ
た
程
度
に
解
説
し
て
い
る
。
比
較
的
く
わ
し
い
記
述
の
あ
る
教
科
書

で
も
、
こ
の
程
度
で
あ
っ
て
、
文
語
文
法
そ
の
も
の
の
記
述
と
し
て
は
必
ず

し
も
体
系
的
で
は
な
い
。

他
に
前
記
以
外
の
品
詞
（
代
弔
詞
や
感
動
詞
な
ど
）
も
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
、
そ
の
品
詞
そ
の
も
の
を
解
説
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
語
義
の
理

解
が
目
的
で
あ
っ
た
り
、
文
章
読
解
に
付
随
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時

々
に
応
じ
て
述
べ
た
も
の
て
あ
る
（
例
え
ば
、
Ｓ
の
三
年
第
五
単
元
『
練
習
』

ｌ
現
代
語
に
直
さ
せ
る
設
問
ｌ
や
Ｋ
の
三
年
第
二
単
元
『
こ
と
ば
の
練
習
』
ｌ
教
材
か

ら
現
在
な
い
も
の
を
探
さ
せ
る
設
問
ｌ
や
Ｇ
・
Ｔ
の
教
材
の
下
注
な
ど
）
。

の
お
も
な
遠
い
』
ｌ
格
助
詞
・
接
続
助
詞

の
ま
で
あ
る
。
Ｍ
の
記
述
を
見
る
と
、

Ｋ
程
度
の
も
の
か
ら
、
Ｇ
の
よ
う
に
、
そ
の
意
味
と
用
法
（
『
文
語
と
口
語

お
も
な
遠
と
ｌ
格
助
詞
・
接
続
助
詞
・
副
助
詞
・
終
助
詞
ｌ
）
を
解
説
す
る
も

尋

■

各
教
科
書
が
共
通
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
か
な
づ
か
い
・
語
義
、

で
あ
る
。

か
な
づ
か
い
．
〈
文
語
文
に
親
し
〉
み
〈
古
典
に
興
味
を
も
ち
、
祖
先
の
も

の
の
考
え
か
た
や
感
じ
か
た
に
ふ
れ
る
〉
（
Ｇ
Ｉ
二
年
第
十
二
単
元
『
学
習
の

め
あ
て
』
ｌ
）
た
め
に
は
先
ず
す
ら
す
ら
読
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
例

え
ば
Ｋ
の
「
学
習
の
手
び
き
」
に
〈
⑤
…
：
．
原
文
を
よ
く
読
ん
で
、
朗
読
し

て
み
よ
う
〉
（
二
年
第
九
単
元
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ど
の
教
科
書
も
繰
り
返
し

読
ま
せ
た
り
音
読
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
教
材
に
も
、

Ｔ
を
除
い
て
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
な
づ
か
い
の
部
分
に
ル
ビ
を
ふ

っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
Ｋ
な
ら
ば
、
〈
朝
あ
け
て
船
よ
り
鳴
れ
る
太
笛
の
こ
だ
ま
は
な

な
（
』
フ
）

が
し
並
み
ょ
ろ
ふ
山
〉
’
二
年
第
八
単
元
Ｉ
の
よ
う
に
）
。
そ
し
て
、
解
説
文
の
少

な
い
Ｓ
で
も
、

一
、
「
敦
盛
の
最
期
」
の
原
文
を
読
ん
で
い
く
時
、
書
い
て
あ
る
か
な
の

と
お
り
に
読
ま
な
い
部
分
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

↑
か
な
づ
か
い
を
「
歴
史
的
か
な
づ
か
い
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

元
来
そ
の
と
お
り
に
発
音
さ
れ
て
い
た
の
が
、
長
い
間
に
、
発
音
に
変
化

が
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
…
・
一
．
三
年
第
九
単
元
『
こ
と
ば
の
学
習
Ｉ
古
文

の
こ
と
ば
ｌ
』
）

と
い
う
よ
う
に
取
り
上
げ
元
お
り
、
Ｋ
で
は
「
こ
と
ば
の
学
習
５
」
で
〈
古

文
の
こ
と
ば
の
き
ま
り
〉
と
し
て
〈
歴
史
的
か
な
づ
か
い
〉
の
項
を
設
け

ｲ

４
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
事
柄

に

四
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（
三
年
第
七
単
元
末
）
、
⑩
現
代
か
な
づ
か
い
に
な
い
も
の
。
③
ワ
・
イ
・
ウ
・

エ
・
オ
と
読
む
も
の
・
側
ジ
・
ズ
と
読
む
も
の
・
㈱
長
音
に
読
む
も
の
、
を

解
説
し
て
い
る
。
Ｇ
・
Ｍ
・
Ｎ
と
も
に
大
同
小
異
で
あ
る
。

古
文
の
こ
と
ば
に
関
す
る
記
述
と
し
て
は
、
次
に
述
べ
る
語
義
に
関
す
る

も
の
と
共
に
、
こ
の
、
か
な
づ
か
い
に
関
す
る
記
述
が
他
の
事
項
と
比
し
て

頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
概
ね
解
説
文
形

式
よ
り
も
設
問
形
式
で
多
く
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
読
み
慣
れ
さ
せ
る
こ

と
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
古
文
を
把
握
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
如

実
に
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

語
義
．
例
え
ば
、
Ｓ
に
は
〈
こ
と
ば
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
も
の

で
あ
る
。
今
の
時
代
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
、
形
の
上
で
は
同
じ
で

も
意
味
が
変
わ
っ
て
い
る
も
の
な
ど
に
気
づ
い
た
で
あ
ろ
う
〉
（
二
年
第
九
単

元
『
こ
と
ば
の
学
習
』
）
と
し
て
、
〈
現
代
の
こ
と
ば
に
直
し
て
み
よ
〉
（
三
年

第
五
単
元
『
練
習
』
）
と
い
っ
た
設
問
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
設
問
は
、
各
教

科
書
と
も
共
通
し
て
多
く
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
の
〃
か
な
づ
か

い
″
（
読
み
）
と
共
に
、
古
典
の
世
界
へ
入
る
（
内
容
の
理
解
）
た
め
の
前
提

条
件
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

省
略
。
例
え
ば
独
立
し
た
解
説
文
の
な
い
Ｓ
で
も
〈
古
文
は
、
主
部
な
ど
の

成
分
や
、
体
言
に
つ
く
助
詞
の
省
略
が
多
い
。
現
代
語
訳
の
（
）
の
部

分
に
注
意
し
て
、
何
が
補
わ
れ
て
い
る
か
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
ど
ん
な

助
詞
が
原
文
の
ど
の
部
分
に
対
し
て
補
わ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
て
み
よ

う
。
〉
（
二
年
第
九
単
元
『
こ
と
ば
の
学
習
』
）
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
折
に
触
れ
て

取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
も
前
記
二
項
目
と
同
様
に
古
文
を
読
み
解
く
た
め

中
学
校
の
教
科
書
で
は
文
語
文
法
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か

L

P

つ
ら
ね
た
る
が
」
「
い
と
小
さ
く
見
ゆ
る
は
」
の
よ
う
に
「
の
」
や
「
こ

と
」
が
省
か
れ
て
、
用
言
の
連
体
形
を
中
心
と
し
た
文
節
や
連
文
節
が
、

そ
の
ま
ま
体
言
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
…
…

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
、
Ｇ
（
『
文
語
と
口
語
の
お
も
な
違
い
』
）
で
も
Ｋ
（
『
こ

と
ば
の
学
習
５
』
）
で
も
同
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

係
り
結
び
．
Ｔ
で
は
一
学
習
の
た
め
に
』
（
二
年
第
十
四
単
元
）
等
で
口
語

と
八
こ
と
ば
の
使
い
方
の
違
う
も
の
Ｖ
と
し
て
解
説
を
簡
単
に
加
え
て
い
る

だ
け
で
、
係
り
結
び
、
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
の
解
説
は
し
な
い
。
総
体
的

に
Ｔ
は
文
語
文
法
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
程
度

の
も
の
か
ら
、
更
に
詳
し
い
も
の
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｓ
で
は
、
〈
古
文
に

は
、
「
係
り
結
び
」
と
い
う
き
ま
り
が
あ
る
。
文
中
に
「
ぞ
・
な
む
・
や
・

か
」
と
い
う
強
意
や
疑
問
な
ど
の
意
味
を
持
つ
助
詞
が
出
る
と
、
そ
れ
を
受
け

る
文
末
を
連
体
形
で
結
び
、
「
こ
そ
」
と
い
う
強
意
の
助
詞
が
出
る
と
、
文
末

い
ぜ
ん

を
特
殊
な
形
（
文
語
で
已
然
形
と
言
う
）
で
結
ぶ
き
ま
り
で
あ
る
。
／
次
の
各

文
の
語
は
何
形
で
結
ば
れ
て
い
る
か
、
あ
と
に
添
え
た
活
用
表
で
調
べ
て
み

よ
う
。
／
・
・
…
・
〉
（
二
年
第
九
単
元
『
こ
と
ば
の
学
習
』
）
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
係
り
結
び
の
機
能
を
前
面
に
押
し
出
し
た
解
説
で
は
な
い
。
機
能
を

四
七

の
最
低
条
件
で
あ
る
故
に
、
設
問
形
式
で
取
り
扱
わ
れ
る
頻
度
は
多
い
。
解

説
文
形
式
で
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
の
一
例
を
示
す
と
、
例
え
ば
、
Ｍ
（
『
〈
参

考
〉
文
語
に
は
、
ど
ん
な
き
ま
り
が
あ
る
か
』
）
で
は
、

口
語
で
は
、
主
語
や
修
飾
語
を
示
す
助
詞
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
が
、
文

語
で
は
、
「
日
入
り
は
て
て
」
「
馬
の
口
と
ら
へ
て
」
の
よ
う
に
、
主
語

や
修
飾
語
を
示
す
助
詞
な
ど
を
省
く
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
「
雁
な
ど
の

,､

０
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前
面
に
押
し
出
し
て
解
説
し
て
い
る
教
科
書
に
は
、
Ｎ
（
三
年
第
五
単
元
『
文

法
の
学
習
』
）
・
Ｍ
（
『
〈
参
考
〉
文
語
に
は
、
ど
ん
な
き
ま
り
が
あ
る
か
』
）
・
Ｇ
（
『
文

語
と
口
語
の
お
も
な
違
い
』
）
等
が
あ
る
。
Ｍ
を
例
に
採
っ
て
示
せ
ば
次
の
よ

う
で
あ
る
。

。
：
…
句
指
示
・
強
調
の
は
た
ら
き
を
す
る
場
合
と
、
㈹
疑
問
・
反
語
の

は
た
ら
き
を
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
（
以
下
略
）

し
か
し
、
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
せ
よ
、
こ
の
程
度
の
解
説
で
は
、
係
り
結

び
の
法
則
・
機
能
を
十
分
に
理
解
さ
せ
、
そ
れ
を
よ
り
深
い
古
文
読
解
に
結

び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
一
列
。

活
用
・
文
語
と
口
語
と
で
は
活
用
の
仕
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
Ｓ
で
は
、
終
止
形
を
問
う
（
例
え
ば
、
三
年
第
五
単
元
『
こ
と
ば
の
学
習
』
）

い

設
問
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
項
「
係
り
結
び
」
で
引
例
し
た
〈
（
文
語
で
巳

ぜ
ん然

形
と
言
う
）
〉
と
い
う
、
係
り
結
び
に
関
す
る
解
説
の
中
で
の
記
述
が
あ

る
程
度
で
、
な
ぜ
仮
定
形
と
已
然
形
の
相
違
が
あ
る
の
か
は
解
説
し
な
い
。

Ｔ
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
Ｋ
・
Ｇ
・
Ｎ
・
刑
で
は
解
説
し
て
い
る
。
例
え
ば

Ｇ
な
ら
、
本
稿
第
二
章
の
「
動
詞
」
の
項
で
の
引
用
文
の
よ
う
に
解
説
し
て

お
り
、
Ｋ
（
三
年
第
七
単
元
末
『
こ
と
ば
の
学
習
』
）
で
も
同
程
度
に
扱
っ
て
い

る
。
Ｍ
等
で
も
大
同
小
異
で
あ
る
。

そ
の
他
、
敬
語
の
問
題
な
ど
を
も
取
り
扱
っ
て
い
る
教
科
書
（
例
え
ば
Ｇ
１

三
年
第
十
二
埴
元
『
練
習
』
・
文
末
の
言
い
表
わ
し
方
を
問
う
設
問
の
形
式
で
Ｉ
）
等

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
は
、
教
材
の
下
注
と
同
様
、
教
材
読
解
の
必
要

に
応
じ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ー

江

0

纒
め
を
兼
ね
て
、
言
い
残
し
の
感
じ
た
点
な
ど
を
幾
つ
か
拾
っ
て
み
た
い
。

先
に
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
文
語
文
法
が
〃
軽
く
触
れ
る
程
度
″
な

い
し
〃
教
材
読
解
の
〈
参
考
〉
程
度
″
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

第
三
章
以
下
の
報
告
か
ら
も
首
肯
で
き
よ
う
。
そ
の
原
因
を
仮
に
「
学
習
指

導
要
領
」
に
求
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
古
典

教
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
〈
基
本
的
な
も
の
に
適
宜
触
れ
さ
せ
、
古
典

に
対
す
る
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
に
開
意
す
る
〉
（
第
３
学
年
第
３
３
）

と
し
て
い
る
。
が
、
そ
の
〈
基
本
的
な
も
の
〉
と
は
何
で
あ
り
〈
適
宜
触
れ

さ
せ
〉
る
と
は
ど
う
す
る
一
」
と
な
の
か
、
暖
昧
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
な
い
、
文

語
文
法
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
も
、
〈
・
…
：
取
り
扱
う
文
語
文
を
読
む
の

に
必
要
が
あ
れ
ば
触
れ
る
程
度
に
と
ど
め
る
〉
（
第
３
学
年
第
３
７
）
と

し
て
い
て
、
や
は
り
〈
必
要
が
あ
れ
ば
〉
と
い
う
記
述
が
暖
昧
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
刑
．
Ｇ
の
よ
う
に
独
立
し
・
纒
ま
っ

た
解
説
文
を
設
け
る
教
科
言
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
設
け
ぬ
Ｓ
の
よ
う
な
も
の

も
あ
る
、
と
い
っ
た
相
違
が
出
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

次
に
、
先
の
種
灸
の
引
例
に
見
ら
れ
る
通
り
、
い
ず
れ
の
教
科
書
も
、
殆
‘

ど
口
語
文
法
と
の
比
較
で
解
説
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
口
語
文
法
か
ら
入
っ

て
口
語
と
比
較
し
な
が
ら
文
語
文
法
を
学
習
す
る
こ
と
が
生
徒
に
と
っ
て
一

つ
の
入
り
易
い
文
語
文
法
理
解
へ
の
道
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
く
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
指
導
技
術
の
工
夫
に
些
か
の
余
地
は
あ
り
な
が
ら
も
（
例
え

５
問
題
点
な
ど

よ

座
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ば
、
口
語
文
法
と
文
語
文
法
の
単
な
る
並
置
で
は
却
っ
て
生
徒
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
だ

ろ
う
）
首
肯
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
用
言
や
そ
の
活
用
形
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
お
か
ね
ば

な
ら
ぬ
こ
と
は
、
例
え
ば
動
詞
の
学
習
に
せ
よ
、
先
述
し
た
程
度
の
、
四
段
活

用
だ
の
下
二
段
活
用
だ
の
と
い
っ
た
活
用
の
種
類
の
名
称
だ
け
知
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
の
み
で
は
前
述
の
文
法
学
習
本
来
の
意
義
か
ら
見
た
文
法
学
習
そ

の
も
の
と
し
て
は
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
法
学
習
が
〈
こ
と
ば

を
正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
〉
〈
生
活
に
必
要
な
国

語
の
能
力
を
高
め
、
…
…
言
語
生
活
の
向
上
を
図
る
〉
（
「
学
習
指
導
要
領
」
）

た
め
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
大
事
な
の
は
、
活
用
の
穐
類
の
名
称
そ
の
も
の
を

覚
え
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
言
葉
が
如
何
様
な
意
味
・
機
能
を
持
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
六
種
類
の
教
科

書
の
中
で
比
較
的
く
わ
し
い
記
述
の
あ
る
教
科
書
の
よ
う
に
解
説
を
加
え
て

み
て
も
、
そ
れ
が
〃
広
く
浅
く
″
と
い
っ
た
域
を
出
ぬ
も
の
で
あ
る
（
第
三

章
な
ど
参
照
）
以
上
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
文
法
学
習
本
来
の
意
義
を
全
う
す

る
こ
と
に
は
直
結
し
な
い
。

ま
た
、
文
語
の
文
章
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
助
詞
・
助
動
詞
の
意
味
・
機
能

を
熟
知
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
取
り
上
げ
か
た
も
〃
広
く
浅
く
″
の

程
度
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
接
続
の
仕
方
な
ど
に
よ
っ
て
意
味
の
大
き
く

違
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
の
あ
る
以
上
、
活
用
語
を
自
在
に
活
用
さ
せ
う
る
よ
う

に
な
っ
て
こ
そ
の
、
活
用
形
の
学
習
の
意
義
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
極
く
僅
か

し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
全
般
的
な

傾
向
の
一
と
し
て
、
比
職
的
に
言
え
ば
、
四
段
動
詞
が
一
語
で
れ
ば
と
り
あ

中
学
校
の
教
科
書
で
は
文
語
文
法
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か

0

8

え
ず
下
一
・
上
一
…
…
段
動
詞
か
ら
力
変
・
サ
変
動
詞
…
…
ま
で
一
応
の
解

説
を
し
て
お
く
、
と
い
っ
た
程
度
の
解
説
文
の
内
容
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
〃
広
く
浅
く
取
り
上
げ
、
軽
く
触
れ
る
〃
程
度
に
文
語
文
法
が
扱
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
首
肯
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
、
か
な
づ
か
い
や
語
義
や
省
略
な
ど
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
文

章
読
解
の
た
め
の
最
も
初
歩
的
な
事
柄
で
あ
る
故
に
、
解
説
文
の
み
で
な
く

設
問
な
ど
も
多
く
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
全
般
的
な
傾
向
の
二
と
し
て
、
〃
教
材
に
付
随
し
た
形
で
現
代

語
訳
に
必
要
な
範
囲
の
取
り
扱
い
方
を
し
て
い
る
″
こ
と
が
数
え
ら
れ
よ
う
。

第
三
に
は
、
〈
特
に
留
意
〉
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
〈
形
式
的
な
文
例
の
学
習
に

陥
〉
る
傾
向
の
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
前
章
の
係
り
結
び
の
項
で
少

し
触
れ
た
よ
う
に
、
係
り
助
詞
に
対
応
す
る
文
末
の
活
用
形
を
問
う
設
問
な

ど
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
大
事
な
の
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、

係
り
結
び
の
持
つ
独
特
の
一
一
ユ
ァ
ン
ス
を
味
わ
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
中
学
校
の
教
科
言
に
お
け
る
文
語
文
法
の
取
り
扱
い
方
を
見
て
き

た
わ
け
だ
が
、
総
体
的
に
、
他
の
教
材
と
の
関
連
に
お
い
て
文
語
文
法
が
「
学

習
指
導
要
領
」
の
〈
・
・
…
。
取
り
扱
う
文
語
文
を
読
む
の
に
必
要
が
あ
れ
ば
触

れ
る
程
度
に
と
ど
め
る
〉
位
置
に
あ
る
こ
と
・
仮
に
文
語
文
法
を
学
習
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
く
古
典
の
世
界
を
味
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
な

ら
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
だ
け
は
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
残
る
今
後
の

課
題
と
し
て
卑
見
の
一
・
二
を
述
、
へ
れ
ば
、
例
え
ば
口
語
文
法
だ
け
は
確
実

に
教
え
て
文
語
文
法
に
は
触
れ
ず
に
古
文
を
読
む
だ
け
に
止
め
て
お
く
な
ど

四
九

〔

｡



の
方
向
を
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
学
習
内

容
の
程
度
に
深
浅
の
あ
っ
た
事
実
か
ら
見
て
、
高
校
で
教
え
始
め
る
際
に
は
、

全
く
学
習
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
初
歩
か
ら
教
え
る
の
が
妥
当
と
考

え
る
が
、
そ
の
場
合
、
例
え
ば
、
歴
史
的
か
な
づ
か
い
の
読
み
方
だ
け
は
確

実
に
学
習
し
て
い
る
、
と
い
う
前
提
の
も
と
に
始
め
ら
れ
る
よ
う
な
、
中
高

の
一
貫
性
が
望
ま
れ
る
。
〈
了
〉

屯
も

五
○

〔
補
記
〕
・
使
用
教
科
書
の
記
号
は
出
版
社
の
頭
文
字
で
あ
る
。
示
せ
ば
次
の
と
お
り

Ｇ
・
学
校
図
書
株
式
会
社
「
中
学
校
国
語
」

Ｋ
・
教
育
出
版
株
式
会
社
「
新
訂
中
学
国
語
」

Ｍ
・
光
村
図
書
出
版
株
式
会
社
「
中
等
新
国
語
」

Ｎ
・
日
本
書
籍
株
式
会
社
「
中
学
国
語
」

Ｓ
・
三
省
堂
「
中
学
校
現
代
の
国
語
新
版
」

ｌ

Ｔ
・
東
京
書
籍
株
式
会
社
宗
新
し
い
国
語
」辻．
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